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甑
配
摘
机
門
綜
詣
机
踊
銅
紺
銅
摘
㌍
㍍

恵
の
積
極
的
運
営
を
期
し
た
の
▼
と
し
て
消
防
隊
の
強
力
な
る
組

離
塁
塁
鴇
絹
机
卵
摘
絹
針
調
律
㍑

一
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
が
議
会
の
有
る
申
た
こ
議
会
の
決
議
を
得
た

本
年
度
予
算
の
大
綱
に
つ
い
て

御
理
解
あ
る
議
決
に
よ
り
平
炉

一
割
六
か
前
後
の
増
俸
が
出
来

て
顧
貝
の
鴫
活
安
定
と
能
率
増

の
で
あ
り
ま
す
▲

本
村
の
土
木
工
準
は
政
府
の

補
助
と
村
費
の
真
山
に
よ
り
逐

村
長
　
喜
　
友

名
　
朝
　
誓

両
班
㈹
鍼
摘
錯
諾
網
が
錮
縞
謹
綱

”
役
所
事
務
に
つ
い
て
は
琉
球
癒
設
内
の
歩
道
な
ど
新
設
さ
れ

広村納手嘉

㌻
几
六
■
1
年
度
本
村
予
算
に
て
も
米
軍
施
設
に
朗
速
す
る
即

つ
い
て
施
蝶
方
針
を
加
味
し
て
一
が
多
い
。
軍
使
用
料
の
椚
勤
に

大
軍
で
説
明
し
ま
す
。
　
　
f
り
村
の
財
源
も
ふ
え
村
民
の

ソ
ハ
手
招
村
は
分
村
後
十
二
年
一
生
活
に
も
ゆ
と
り
が
出
来
て
当

㌫
市
鮒
発
展
を
し
て
項
在
戸
箱

人
口
一
万
二
千
四
百
八
十
五
、

其
他
合
せ
て
一
万
四
、
五
千
に

な
る
の
も
近
い
将
来
で
あ
り
ま

す
。
大
部
分
が
軍
用
地
で
農
耕

地
は
少
な
い
が
嘉
手
納
飛
行
場

に
隣
接
し
基
地
澄
済
に
依
存
す

面
の
希
望
が
持
て
る
の
で
あ
り

ます。

そ
れ
か
ら
水
村
永
遠
の
繁

栄
の
為
に
計
画
さ
れ
た
比

謝
川
一
指
の
糾
米
地
の
押
、

J
L
皿
も
軌
道
に
乗
り
、
日
に

月
に
砺
粋
工
草
が
進
行
し

立
派
な
［
肌
色
一
望
衷
わ
し
令

r
r
U
的
に
注
目
さ
れ
つ
ゝ
あ

L
り
ま
す
．
六
小
径
呼
村
の
財
田
は

畑
地
群
の
門
紆
た
γ
■
何
軒

こ
比
し
、
竹
と
り
が
あ
っ

政
軒
各
局
間
仔
等
逐
年
増
加
し

軍
用
土
地
閃
偉
、
援
護
封
顔
、

倖
民
登
録
の
耶
務
等
次
々
増
加

し
て
職
只
の
手
不
足
を
柿
感
す

る
の
で
あ
る
が
蹄
力
椚
貝
を
抑

へ
圭
㌍
叫
．
ユ
ニ
ヰ
巧
通
宕
禁
膏
に
所

々
′
り
朝
出
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

指
ル
▼
m
配
し
て
置
き
ま
す
‥
い
、

こ
れ
ま
で
に
木
村
の
軍
人
軍
属

の
…
u
㌣
嘉
に
交
付
さ
れ
た
各
種

、
レ
援
護
金
は
二
十
三
万
邦
余
げ
に

其
の
成
果
は
大
な
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
本
年
喋
は
、
十
本
費

六
、
五
四
一
弗
を
計
上
し
、
ロ

ー
タ
リ
ー
内
と
水
笠
間
仰
地
再

都
市
計
面
に
よ
る
新
設
道
路
⊥

車
を
屯
屯
約
に
取
り
上
げ
、
問

既
設
J
q
蹄
の
雛
特
像
構
費
を
↓
丁

上
し
其
外
に
政
府
如
助
に
よ
る

水
釜
道
路
汗
水
姉
に
水
釜
瑠
〃

工
軍
を
㌢
竜
し
て
は
り
ま
す
。

社
会
乃
労
伯
錐
記
野
の
中
に

な
ナ
ノ
て
屠
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
重
要
対
軍
費
二
千
　
二
元
　
■
舛

三
撃
、
市
電
な
る
距
∴
聖
咋
受
け
る
絹
地
料
の
外
に
罰
を
計
上
し
て
▲
月
る
が
木
H
．
打
の

龍
を
な
し
事
業
を
や
っ
た
和
発
効
後
わ
折
里
F
に
対
し
軍
間
中
に
も
㌔
叶
人
計
か
机
か
∵
右
打

の
で
あ
り
ま
す
。
六
十
一
年
日
子
係
〃
基
地
、
井
戸
等
の
補
借
金
■
向
に
あ
る
し
殊
に
兼
久
原
一
帯

予
算
に
於
て
は
軍
地
料
は
甜
年
良
木
村
民
の
取
け
た
金
顆
十
四
■
の
軍
用
抽
三
万
軒
の
黙
認
耕
八
．

度
に
比
し
て
ぐ
っ
と
減
っ
て
平
石
五
百
二
弗
に
な
っ
て
居
り
ま
遠
小
止
を
予
告
さ
れ
て
、
将
来
失

年
並
に
な
る
し
按
越
等
才
人
し
て
村
民
の
年
浦
賀
定
に
大
き
頂
者
が
稲
山
す
る
小
を
憂
慮
し

の
見
私
顔
が
は
っ
き
り
し
な
か
…
な
援
進
に
な
っ
て
居
。
ま
す
二
失
業
対
策
部
菜
の
拡
大
と
補
助

っ
た
山
で
当
初
予
鱒
　
は
大
き
其
請
求
に
つ
い
て
焼
雛
な
る
事

一
昨
年
は
P
I
ク
リ
並
び
に
完
璧
・
1
計
両
を
控
え
て
舐
点
的
務
二
郎
剋
な
ろ
折
衝
の
為
に
取

水
釜
一
帯
が
開
放
に
な
っ
て
町
五
当
面
必
張
な
予
算
鋸
杭
を
L
H
の
仏
力
と
苦
労
は
大
な
る
も

の
発
展
の
基
盤
が
広
ま
り
、
咋
王
だ
し
ん
り
ま
す
。
　
　
　
T
L
：
の
り
ま
す
し

取
の
増
加
を
政
肘
に
要
望
し
村

費
で
も
増
額
封
上
し
て
あ
り
・
一

す
。
之
と
開
通
し
て
村
民
将
来

の
㌧
活
■
小
安
走
と
軒
殊
産
業
－

歩
で
ふ
★
＝
さ
し
て
、
部
室
い
＝

五
札
山
へ
、
其
ハ
従
業
I
n
七
荘

○
に
在
っ
て
屠
り
ま
す
っ
少
な

い
耕
坤
を
高
堰
に
利
用
し
栽
培

狭
術
り
向
上
を
計
り
捷
痛
ク
ル

ー
プ
の
指
導
に
努
抗
相
互
研
菅

協
力
の
美
和
を
上
J
特
に
茜
ナ
■

類
の
口
絵
自
‥
」
を
．
－
早
n
L
－
‥
。

村
と
し
て
も
有
望
で
溝
の
椚
産
一
〇
弗
を
計
上
し
て
あ
る
が
其
の
励
に
よ
り
前
年
乗
商
店
街
の
簡
盲
げ
て
各
款
に
亙
り
や
る
べ
き

二
幸
幸
十
二
二
王
寺
㍉

を
活
用
し
て
一
大
公
瀾
・
γ
一
施
設
■
り
ま
す
。
尚
誓
品
確
投
の
巾
し
た
。

す、筍∵也∵」′d

咋
省
来
、
再
三
野
草
些
美
と
し
て
近
三
村
廉
の
懸
肇
と

て
進
め
て
琶
n
ま
し
て
〔
て
ー
芸
当
誓
■
＝
グ
一
三
ン
ド

シ
㌍
√
、
托
し
、

年
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
村
竹
山
。
誹
　
課
争
費
で
は
杏
記
■
名
を
椚

離
記
の
選
り
太
村
消
防
署
も
一
梶
典
を
計
る
た
カ
セ
痙
辛
丁
芸

が
移
転
新
築
さ
れ
ま
す
し
、
人
′
表
し
議
会
活
動
の
充
実
第
度
に
甲
民
協
力
の
下
に
理
だ
l
的
な
呵
有
産
の
育
成
の
為
に
隅
享
捕
膏

二
二
㌦
－
二
。
∵
l
‘
∴
㍉
㍉
所
に
新
築
き
い
た
の
亡
．
其
陣
啓
一
ぜ
引
∩
上
し
其
指
導
講
閏
年
r

海
を
撃
孔
消
析
活
動
を
強
化
す
販
売
お
世
話
を
な
し
将
来
転
生

■
る
為
に
常
備
運
転
手
二
名
を
増
地
、
山
土
産
満
山
創
意
製
作
に
L

一
＋
一
（
レ
鮭
来
た

良
褒
T
て
比

α
帖
の
特
高
」
を

・
か
し
脚
光
奴

い
′
気
蘭
に
動
力

）
て
屈
り
ま
す

∴
監
察
繁
簡
、
覇
∴
〃
‥
埠
、
ブ

ー
▼
r
リ
許
貴
等
，
、
去
り
、
比
謝

川
中
浸
浩
も
重
要
二
間
髄
で
あ
▼

り
、
引
手
、
家
・
竺
磯
煮
し
て
遊
鮎

船
、
釣
り
、
伍
叱
ホ
テ
ル
等
の

東
湖
だ
よ
り
愈
々
比
謝
川
公
園

が
名
実
共
に
有
名
に
な
り
、
村

の
繁
栄
に
貢
献
す
る
事
に
な
り

予
算
説
明
と
し
て
は
欽
字
を

保
護
司
と
は
何
か
？

助
役
島
　
袋
　
盛
　
光

一
体
保
護
司
と
は
何
か
又
ど
一
花
仝
流
に
卜
三
地
区
の
保
護
区

印
鑑
登
鉛
及
ひ
印
鑑
証
明
交
付
請
求
ム

委
任
に
つ
い
て

木
村
の
印
鑑
郡
務
は
㍍
手

納
村
印
鑑
余
仇
に
韮
い
て
執

行
さ
九
・
㌧
お
り
ま
す
か
、
末

だ
こ
の
へ
、
机
の
規
定
が
知
ら

れ
て
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す

の
で
他
人
に
巨
己
山
印
鑑
の

登
録
亦
■
仰
臥
転
証
明
い
■
父
付

を
依
頼
す
る
樋
台
の
手
隼
さ

に
（
い
て
説
臥
由
し
上
い
＝
ま

す。
こ
の
現
定
に
よ
り
ま
す
と

原
則
的
に
に
「
机
広
い
登
録

乃
一
・
い
帽
証
眺
妻
の
交
付
は
本

人
配
抜
目
．
所
に
班
盃
出
来

な
い
呵
合
は
他
－
、
に
委
任
状

を
鷹
し
て
印
鑑
登
録
及
び
同

証
明
苦
い
交
け
一
票
笹
求
す
る

こ
と
が
で
ゝ
「
．
主
止
す
。
こ
の
喝

人
目
窯
に
膏
を
持
・
′
寸
に
他
人

の
E
l
結
“
明
書
を
㌃
来
㌧
た

り
冥
崇
墨
記
上
等
か
ら
，
、
こ
．
、

ち
き
っ
て
釈
H
に
ノ
バ
坐
で
戌

任
む
項
を
記
入
し
て
こ
れ
を

提
出
す
る
人
選
か
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
印
鑑
隼
み
の
m
損

は
応
々
に
し
て
椚
人
に
裾
当

の
迷
捕
小
を
お
よ
け
て
．
9
恐
れ
も

あ
り
ま
す
再
で
貿
株
の
訂
鑑

中
学
曾
確
実
に
執
行
す
る
だ
　
に
よ
る
蚕
任
＝
▼
二
二
仙
印
紙

め
に
も
今
後
他
人
に
別
号
豊
　
を
航
付
し
必
ず
イ
ン
ク
邦
で

録
又
は
同
証
印
む
の
椚
求
を
　
所
長
の
昭
一
定
型
謁
人
の
上
役

依
顧
す
る
職
人
＝
に
左
r
様
式
　
所
に
訊
摂
行
下
き
い
。

「

－

…

－

．

．

享

‥

．

．

1

．

r

】

．

【

‡

i

謡
紬
　
委
　
任
　
状

報
展
さ
せ
た
い
。
本
年
璧
当
初
■

予
算
で
は
一
仁
一
弗
を
計
上
し

て
あ
る
が
計
雨
が
具
休
的
蒜
一

み
次
第
逐
叛
北
山
卒
業
を
拡
」
′
一

畔
年
度
か
ら
比
【
ま
し
よ
う
9

ん
な
こ
と
を
す
ろ
の
で
あ
る
か

一
般
の
万
々
に
は
殆
ん
ど
知
ら

れ
て
な
い
の
で
分
ら
な
い
万
が

ぬ
川
河
畔
と
M
∵
宴
納
付
は
滴
⊥
都
市
と
し
て
▼
沢
山
お
る
と
思
い
ま
す
。
l
て
こ

の
1
慧
相
生
．
追
発
出
し
っ
～
あ
り
、
其
の
繁
琴
で
私
も
ー
で
の
辟
擢
司
の
一
人
で

に
別
r
L
一
五
〇
名
の
保
護
叫
か

居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

読
谷
日
と
嘉
手
納
村
で
一
際

讃
区
を
取
成
し
各
々
四
名
合
せ

て
八
名
の
保
護
司
が
居
る
わ
け

発
展
さ
せ
て
干
き
た
い
。

村
内
吾
扁
由
筏
の
補
助
に

い
て
は
当
初
予
算
に
於
て
、
生

印
払
拭
今
M
∵
り
”
手
里
印
字
何
々
何
番
地
何
琉
古
代
押
入
と

定
め
左
∴
軒
蘭
を
・
ウ
任
す
る
。

一
、
印
　
登
録
に
関
す
る
こ
と

二
、
別
姓
証
晰
衷
春
付
に
関
す
る
こ
と

右

委

任

す

る

年

　

　

月

　

　

日

住
所
　
嘉
手
納
村
字
何
々
何
番
地

．
り
叫
手
納
村
長
殿
　
　
　
氏
名
　
何
　
　
　
某
　
印

の
軍
票
計
雨
令
補
助
申
請
が
揃

わ
な
か
っ
た
の
で
一
部
の
人
件

費
の
外
は
秤
目
追
加
予
算
に
よ

っ
て
、
村
民
い
公
共
の
机
両
党
へ

為
に
福
祉
椚
進
∽
寧
菜
に
つ
い

て
検
討
の
上
必
要
な
経
費
の
補

助
を
計
上
し
た
い
の
で
あ
り
ま

す。
本
村
の
農
業
は
農
耕
地
が
柘

本
村
の
蕎
産
霊
湖
一
し
∴
葦
所

敬
啄
二
　
四
〇
〇
、
牛
四
〇
、

巧
手
パ
」
て
欄
で
羊
E
、
二
f
L
叩

頭
を
腐
っ
　
て
替
る
が
艮
↓
呵

鈷
い
建
殻
　
鰍
の
設
置
等
日
に
日
に
実
組
を
あ
あ
り
ま
す
の
で
簡
単
に
説
明
を
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
一
九

二
＝
∴
■
　
∴
∵
。
∴
∵
∵
㍉

一
品
る
苗
川
に
な
り
つ
～
あ
り
ま
す
。

㌧
い
て
は
急
痙
　
今
年
度
は
観
光
地
の
持
崩
計
や
村
を
明
る
く
す
る
為
犯
罪
の
の
釈
正
・
丁
情
に
邁
進
し
て
問

∵
り
帥
㌃
‥
l
四
・
㌫
這
適
1
る
と
箕
に
比
謝
予
L
t
l
を
ば
か
り
刑
余
苛
か
杜
生
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一
一
㌔
ノ
，
．
ニ
筒
↑
流
．
＝
畔
【
散
歩
道
露
の
対
校
握
が
］
‥
来
て
正
し
い
社
会
人
　
こ
の
杵
に
傑
一
八
司
は
杜
会
の

．
り
牽
二
位
ヤ
∵
通
、
史
記
名
千
〇
妻
元
と
軍
∵
・
こ
し
て
更
正
で
き
る
よ
う
こ
の
高
知
一
線
に
託
っ
て
打
粧
－
て
阿

・
笹
だ
一
・
て
中
丁
軍
門
博
昭
刀
育
成
充
実
に
努
尿
訟
観
察
並
び
に
更
正
援
助
を
一
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
何
と
申

・
L
L
■
し
一
・
か
的
に
懲
断
し
て

共
上
場
・
′
ろ
一
串
■
打
を
立
て
る
郡

に
な
つ
▼
　
閉
り
ま
す
。

精
米
隼
羊
の
軽
数
と
し
て
は

錯
佃
雛
銅
網
棚
担
当
．
、
㌦
㍑
1
…
…
絹
鴇
詔

め
た
い
。
尚
′
あ
租
だ
地
建
芦
し
て
そ
の
他
披
社
会
の
浄
化
擢
し
ま
し
で
も
彼
等
に
本
当
に
明

を
計
る
軍
は
村
民
の
深
く
軍
心
旬
に
つ
と
め
る
人
で
あ
乙
。
盲
い
節
二
の
人
生
を
与
え
る
た

を
持
つ
所
で
観
光
地
の
碩
穀
は
一
床
諸
司
法
は
一
九
五
七
年
の
■
め
に
は
各
種
団
体
と
の
連
繋
は

市
接
間
接
に
観
光
郡
市
と
し
て
「
十
月
十
一
日
に
立
法
第
八
五
ぢ
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
全
件
民
の

鏑
絹
町
紺
㍍
絹
町
択
析
澗
沼
紺
㌫
仁
縄
錯
絹
鮎
招
川
持
て
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嘉手納村人口動態表（昭和35年7月末日現在）

世帯数 ��男　子 �至女子1計 

l区 �188 �498 �‖ 
2　区 �222 �559 

3　区 �166 �432 

4　区 �316 �685 

5　区 �184 �424 �432 569 �856 1，107 

も　区 �228 �538 

7　区 �188 �521 �578 �1，099 

8　区 �216 �524 �548 �1，072 

9　区 �310 �（嬉8 �745 �1，403 

10　区 �250 �458 �575 �1，033 

11区 �255 �690 �750 �1，440 

計 �2，623 �6．987 �6，498　　　t乙亜 

1960年度固定資産税各区賦課領収状況（19∽年明30日現在）

む王亘二互七重む逐垂一束収畑藩宣‾‾姦・遍考
現年賃分　　　もろ6．09

〃　　　　　　852．08

〃　　　　　　　522．24

69．01：　　　597・08

7686　　　　　675．22

1．982．51

0．478．t2

1．003．49
912．50

795．16

1．462．77

797，86

l・去；言：認　諾と

13，323．50！9，478．12；3，845．38

1960年露村民税各区賦課領収状況（1960年明30日現在）

区i　種　　別l　調定額・徴収載l未収入敬l　徴　収　計l　備　考

143．56‘

150．93■

117．88

235．84

192．88

183．32

160．60

152．13

92．78

190．31

175．81

1，602．65

1，433．53

20“7】143．56l

310・96】150・93

251．02　　117．88

40l，531　235．84

241．37　　19288

265．99　　183．32

412．70　　1∝し60

283．41　152．13

332，78　　　92．78

266　82　　190．31

256．32．　175．81

1．602．65■1．602．65

用2．詑上．。湾．69

項年度分

1960年慶事菜税各区賦課領収状況（19以耳6月30日現在）

を‾‾軒盲【▼▼元「【姦壷丁議収額座収ノ議1議▼‾蔽計l備考

10．49；

13．02

26．80

99．68

144　81

39【　　　　　16　90

2

33

31

70

718．131　　　　142．91……妻
41：　　81．031　　44．38－　　　　　　81．03

334．01　　42751　291．2tlr　　　　　42．75

125．74　　　9649■　　　29．25■　　　　　9849

。濃霊。芯吉ム11岬。，4喜；：…去

l　　】　　j

5・417・78　4・104・491・3132911・313・約

1耶n年檻不動・吋粧得税各区賦課紆収状況（19∽年も月3Cl牒左、

和姦一‾‾‾‾五千議定表‾‾一徹順l／霜鳥√‾靂収穫　絹考

44．34

56　75

三．3∋

111．53

30　55

41．03

15．71

5．q5

51．qT

4．淡

152．06　　　44．34　　107．7

…冒…2号ぎ　5675144・25　38　　　327．1

27710L lH．83　165．2

154．27：　30．55　123．7

96．88・　　41．98　　　54＿7

3．280．781　　3．2如．78

165．28　　　15

計　l　　　〃

1960句‾度教育税各区展課領収状況（19∽年明30日額在）

左▲盲■‾盲」‾‾盲。丁議定顎‾蒜訂圭議了徽‾収計

562，57

630．74

413．12

823．57

799　34

628．78

738．52

619．13

513．14

206．76　　　　　800．3a

228．69　　　　　770．33

313．63　　　3．932．89

377・82　　1．486．86

4．939．76　　12，719．37

6る406

909．28

624．59

1．19058

l，030．77

810．51

2．056．50

891．42

1．3も十．06

1．∝汀．14

喫年度分

報広村納

転
入
転
居
の
届
出
は
卜
四
日
以
内
に

住
民
登
録
法
施
行
き
る
／

こ
の
立
法
は
市
町
村
に
お
い
こ
叫
地
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

て
そ
の
作
民
を
登
録
す
る
こ
と
二
個
苔
の
記
載
事
項
）

に
よ
っ
て
住
民
の
居
住
関
係
旦
那
二
十
一
条
　
桐
¶
l
」
に
は
本
人

公
正
し
、
そ
の
日
常
唯
活
の
刑
云
氏
名
及
び
同
相
の
年
月
日
を

優
を
図
る
と
ゝ
も
に
常
時
人
口
云
成
し
属
出
人
文
は
そ
の
代
理

の
抹
況
を
明
ら
か
に
し
各
軸
・
付
万
が
こ
れ
に
署
名
し
印
を
押
さ

政
事
拓
山
適
正
で
簡
易
な
処
理
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
真
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
…
－
転
入
届
－

お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
▼
竺
一
「
二
粂
　
あ
ら
た
に
市
町

特
に
今
回
は
皆
様
に
再
建
関
係
正
の
区
城
内
に
住
所
を
定
め
た

す
る
桐
山
の
こ
と
に
つ
い
て
お
釘
に
つ
い
て
は
任
所
を
定
め
た

知
銅
㌍
轟
と
㌍
す
。
ル

（届山人）

第
十
几
粂
　
届
出
は
世
相
主
か
川

し
な
け
が
は
な
ら
な
い
。

2
　
附
描
王
が
届
出
を
す
る
こ
川

と
か
く
違
い
と
き
は
こ
れ
に
一

が
で
き
な
い
と
き
は
本
人
が
届
▼

山
一
丹
■
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
か
ら
十
四
日
以
内
に
転
入
屑

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
化
生
の
場
合
は
こ
の
限
り

1
　
な
い
。

第
二
十
二
条
　
一
の
市
町
村
の

区
札
内
で
住
勘
を
変
更
し
た
者

に
つ
い
て
は
新
住
所
を
定
め
た

U
か
ら
十
四
日
以
円
に
転
居
届

を
し
な
け
れ
ば
な
り
な
い
。

2
　
届
杏
に
は
新
住
所
の
ほ
か

従
前
山
住
所
及
び
新
住
所
を
定

め
た
年
月
日
を
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

盲
除
く
ほ
か
住
民
票
に
記
載
し
衰
び
変
更
の
年
月
日
を
記
載
し

■
た
事
負
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
訂
l
ナ
札
は
な
ら
な
い
。

恵
そ
の
日
か
ら
十
四
ヨ
円
に
軍
（
琉
球
外
移
住
届
）

一
更
屑
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
撃
一
十
五
条
　
琉
球
外
に
移
住

■
た
だ
し
戸
籍
に
関
す
る
層
磨
、
▼
す
る
目
的
で
住
所
を
去
る
者
に

中
指
誓
そ
の
他
の
寄
類
の
受
寧
っ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
琉
球
列

女
は
職
権
に
よ
る
戸
籍
の
記
載
移
住
届
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

に
基
い
て
住
民
票
の
消
除
又
は
ホ
。

そ
の
記
載
の
更
正
を
す
べ
き
場
▼
2
　
屑
再
に
は
移
住
先
を
記
載

■
合
及
び
行
政
区
画
土
地
の
名
称
目
　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

∴
工
∴
∵
∴
㍉
㍉

■
　
消
防
庁
舎
の
落
成
と

機
構
に
つ
い
て

一
　
　
　
軒
手
納
村
消
防
隊
長
金
城
広
正

㌃
錯
闘
絹
絹
摘
甜
増
結
…
銅
緋
関
根

抒
打
緑
摘
鴇
摘
■
…
鰭
紺
…
銅
措
紺
㍍

ま
す
。
否
々
二
四
隊
員
は
一
致
対
策
に
勉
励
努
力
致
し
村
内
治
‥

協
力
し
て
水
火
災
苦
を
最
少
限
安
に
邁
進
し
村
建
設
に
、
復
興
▼

度
に
く
い
止
め
且
つ
有
効
に
活
に
寄
与
致
す
つ
も
り
で
居
り
ま

動
す
る
心
算
り
で
あ
り
ま
す
。
す
。
何
卒
今
後
典
尚
一
増
の
御

又
吉
々
消
防
を
担
当
す
る
者
の
指
導
と
御
鞭
控
を
掲
り
ま
す
様

一
人
と
し
て
願
望
す
る
こ
と
は
電
ね
重
ね
御
願
い
を
申
し
上
げ

何
ん
と
い
っ
て
も
「
火
事
を
な
ま
す
。
／
消
防
隊
電
話
番
号
二

く
し
よ
う
」
と
消
防
人
な
れ
は
一
十
四
番

こ
そ
又
誰
も
が
望
む
事
は
私
が
緊
急
の
際
消
防
署
の
サ
イ
レ
ン

申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
五
波
状
吹
な
ら
す
／

ん
。
当
村
に
お
き
ま
し
て
は
咋
【
尚
御
参
考
迄
に
消
防
署
の
工
事

三
、
0
0
弗

4
　
村
費
計
上
額
一

〇
、
0
0
弗

面
鹿
は
村
民
各
位
の
常
日
頃
の

協
力
に
よ
っ
て
火
災
害
は
従
来

“
に
見
な
い
減
少
を
来
し
て
居
り

盲
す
。
夏
は
台
風
冬
は
空
気
が
■

乾
煉
し
て
火
災
の
発
生
し
や
す
■

拓
報
開
銀

招
待
調
川
絹
製

ら
起
き
る
串
も
ま
ゝ
あ
り
ま
す
■

す
べ
て
の
災
害
が
そ
う
で
あ
る

■
様
に
火
災
無
口
は
予
告
な
し
に
丸
い

建
物
は
望
塔
の
高
さ
五
〇
沢
で
以
下
常
伺
隊
員
六
名
に
一
八
名
右
の
身
．
辺
に
、
火
災
予
断
封
喋

建
設
費
金
の
両
は
既
に
御
碑
知
の
非
常
備
隊
員
で
組
織
さ
れ
て
が
弱
け
か
げ
弱
い
程
被
明
り
が
増

の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
高
等
弁
■
居
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
大
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

務
官
資
金
、
素
手
納
航
空
隊
並
一
機
械
力
は
二
台
の
大
型
消
防
申
　
「
防
火
」
掛
声
ば
か
り
で
な
′
、

に
村
民
各
位
の
寄
附
に
よ
る
も
を
保
有
し
尚
ジ
ー
プ
l
台
も
払
■
現
実
の
問
亀
と
し
て
之
に
対
処

の
で
あ
り
、
云
い
番
え
ま
す
と
す
げ
申
請
を
し
た
と
こ
ろ
見
通
す
る
各
人
の
気
糟
が
絶
対
に
必

（届畑地）

第
二
十
条

届
出
は
本
人
の
任
第
二
十
四
条

米
琉
親
善
の
賜
だ
と
消
防
関
係
一
し
は
明
る
く
益
々
消
防
力
が
強
蟹
で
あ
り
ま
す
。
吾
〝
消
防
隊

前
二
条
の
坦
合
名
の
】
人
と
し
て
衷
心
よ
り
感
■
化
さ
れ
る
も
の
と
喜
ん
で
冒
り
貝
二
十
四
名
は
防
火
風
雨
水
害

経
過
を
簡
単
に
お
し
ら
せ
致
し

ます。
一
、
面
前
　
六
九
、
五
坪

二
、
総
工
費
　
一
〇
、
八
九

一
七
九
兆

l
　
落
札
価
格
一
〇
、
二

五
七
、
二
三
兆

2
　
設
計
監
苗
費
　
　
五
五

〇
、
0
0
弗

3
　
附
輔
工
那
智
　
八
四
、

万
二
ハ
弗

4
　
僻
品
行
巾
む
　
一
、
二

八
一
二
弗

三
、
建
築
腎
金
　
l
二
、
八
七

三
〇
〇
弗

l
　
弁
務
汀
資
金
七
、
七
〇

〇
、
0
0
弗

2
　
航
空
隊
剋
菩
資
金
二
、

0
0
0
弗

△
人
事
往
来
△

＜
村
内
各
区
々
長
の
任
期
が
去

る
六
月
三
十
日
で
満
了
に
な
り

一
ま
し
た
の
で
今
種
新
た
に
左
の

人
達
が
区
長
に
任
命
さ
れ
ま
し

】た。
一
区
々
長
　
茹
手
川
繁
久
（
新
）

一
二
区
々
長
仲
本
丑
次
（
薪
）

拒
悶
最
鍼
銅
絹
）

五
区
々
長
　
照
庭
石
助

二
ハ
区
々
長
　
宮
城
鷲
忠

七
区
々
長
　
耶
川
光
助
（
新
）

八
区
々
長
　
安
森
盛
恒

九
区
々
長
　
知
念
柿
正

十
区
々
長
　
浜
元
朝
栄
（
新
）

雇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
面
込
む
と
い
う
盛
況
さ
で
し
か

i
島
袋
治
栄
き
ん
（
靡
改
薄
汚
消
間
隙
常
備
邦
転
手
に
舌
謝
世
も
受
吸
着
全
員
が
合
格
点
に
達

十
一
区
々
真
　
幸
地
文
璧
薪
）
■
艮
）
が
美
里
へ
転
勤
さ
れ
ま
し
徳
、
仲
宗
根
朝
昌
の
二
人
が
新
す
る
と
い
う
成
績
で
し
た
が
績

▲
古
謝
里
基
氏
　
総
務
課
長
、
吏
の
で
　
　
　
　
　
　
　
採
用
さ
れ
去
る
七
月
l
日
発
令
局
国
語
・
一
般
常
織
、
作
文
・

（
糾
光
課
長
串
任
）
都
合
に
よ

り
退
職

∴
彼
任
に
宮
鹿
日
面
氏
が
総
務

北
谷
出
空
が
本
村
に
誓
．
】
　
臨
机
髭
摘
銅
…
掴
錮

A
後
任
に
沖
嘉
山
里
秀
さ
ん
（
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

る
こ
と
に
な
h
．
ま
し
た
。

期
．
長
に
沖
波
苦
行
彼
氏
が
卸
光
i
平
国
雄
さ
ん
、
大
域
正
次
き

課
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

▲
紗
辺
登
美
さ
ん
（
社
会
福
祉

主
部
－
都
合
に
よ
り
退
顧

ん
　
（
衛
生
横
塞
官
）
が
平
良
川

本
村
役
所
の
職
員
採

用
試
験
実
施
き
る

に
転
勤
さ
れ
ま
し
た
の
で
　
一
去
る
六
月
二
十
八
日
本
村
役

△
後
任
に
石
川
真
一
き
ん
（
石
所
翫
艮
採
用
の
一
般
競
争
試
験

後
任
に
又
吉
徴
さ
ん
（
屋
ケ
一
川
出
身
）
豊
川
永
膵
さ
ん
（
八
■
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
こ
の
日
は

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

■
徳
里
実
（
稔
務
課
）
・
山
口
栄

三
郎
（
観
光
課
）
、
徳
里
政
膀

（
建
設
経
済
課
）
、
沢
蝿
安
一

（
議
会
藩
記
）

。
村
民
負
相
空
、
五
八
歪
身
）
が
苦
し
本
村
に
駐
恵
山
身
）
が
本
村
に
駐
在
す
■
四
名
の
採
用
に
対
し
。
四
名
が
一

矧
画
叫
甜
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告
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就
業
時
刻
の
変
更

に
つ
い
て

鑓
手
柄
村
役
所
処
務
規
則
の

変
更
に
伴
い
午
前
八
時
三
〇
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
就
業
時

刻
を
年
前
八
時
三
〇
分
か
ら
午

後
五
後
十
五
分
ま
で
に
変
更
し

た。尚
従
来
正
午
か
ら
一
時
ま
で
だ

っ
た
休
憩
時
間
が
十
五
分
短
縮

さ
れ
午
後
の
就
業
時
刻
は
十
二

時
十
五
分
か
ら
一
時
ま
で
の
四

十
五
′
り
剛
に
変
更
に
な
っ
た
。

「
お
　
詫
び
」

広
報
係
⊥
職
員
が
欠
員

に
な
り
長
期
間
に
亘
り

広
報
を
休
刊
し
た
こ
と

を
お
詫
び
致
し
ま
す
っ


